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　　　    巻　頭　言 
変わるもの変わらないもの
副院長　最　所　裕　司
　先日 2月 1日娘が出産し、私にとって 3人目の孫ができました。娘は 3人の子の母親とな
りました。私は他にあと 2人娘がおりますがまだ子供はおりません。つまり我が家では私の
3人の娘に対し孫が 3人ということなり、このまま経過すれば我が家の出生率は今の日本を
あらわしていることになります。
　今、日本は急速に少子高齢化が進んでいます。マスコミではこのことが盛んに報道されて
います。今年は私が医師になって40年目の年になります。その頃、私の専門の形成外科では
高齢の患者さんはほとんどいませんでした。乳幼児、若年者、中年の患者さんがほとんどで
80歳を超える方はほとんどおられませんでした。80歳を超える方の全麻手術などは高齢者の
全麻症例として学会報告されていたくらいでした。今では80歳を超える全麻手術など当たり
前で、90歳を超える例も行われ、本当に時代が変わっていることを感じます。私が姫路赤十
字病院に赴任した約30年前、「形成外科の患者さんは若い人が多いです」とスタッフに説明し
たことを覚えています。それがいつの間にか今や高齢者がかなりの割合を占めるようになっ
てきました。それに伴い扱う疾患も徐々に変わってきました。以前は口唇裂、多指合指など
の先天性外表異常、顔面骨骨折を伴う重症交通事故、熱傷などの外傷が多かったのですが、
最近は皮膚がん、褥瘡、糖尿病や、血管障害による足の壊疽など高齢者に多い疾患が増えて
きました。
　患者の年齢構成、疾患の変化もそうですが、医学も急速に変わってきています。その進歩
は以前とは比べものにならないくらいのスピードです。今や病気の多くが遺伝子解析で解明
されてきています。遺伝性の疾患だけでなくがん、糖尿病、自己免疫性疾患等多くの疾患の
遺伝子異常が発見され、それを治療に応用するゲノム医療が普通に行われる時代がすぐそこ
まで来ています。もちろん iPS細胞を使った再生医療もますます進むと思います。また医療機
器も急速に進歩し、ロボット手術、CT、MRI画像を使い正確な位置を把握しながら行うナビ
ゲーション手術、また新治療棟に導入したハイブリッド手術室などより安全に手術ができる
ようになってきました。これからはAI(Artifi cial Intelligence)が診断、治療と医療のあらゆる場
面に、さらに広く応用される時代がやってきます。その変化の速度はさらに加速すると思わ
れます。私たちはこの変化・進化に対し常にアンテナを張りめぐらしておかなければなりま
せん。しかし、その変化の中で、ほとんど変わらないものがあります。それはたとえば形成
外科の分野では特に口唇口蓋裂などの手術が特にそうですが、多少の手術機器の進歩はあり
ますが、この手術そのものは切開、剥離、止血、縫合という手術の基本が全てでほかには何
もありません。それだけにこの分野は術者の経験と技術が結果を左右します。外来で自分が
手術をした患者さんを時には成人すぎまで followし自分なりに評価し次の手術に生かし、そ
のくり返しで手技が進歩するのです。どの分野にも変わらない基本の技術があると思います。
この基本をおろそかにして進歩はありません。AI技術、機器はこれからますます進歩します。
その進歩に遅れないようにすることも大事ですが、派手で便利な機器に目を奪われ基本をお
ろそかにすることがないよう心がけることが重要です。
それにしてもこれから、医療はどこまで進化するのでしょうか。
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